
い
て
い
る
マ
マ
た
ち
は
、
地
域
の
至
る
所
で
、
そ

の
モ
ヤ
モ
ヤ
を
抱
え
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

気
仙
沼
市
は
、
海
も
山
も
あ
る
、
自
然
豊
か
な
場

所
で
す
。
そ
の
魅
力
に
気
づ
き
な
が
ら
、
こ
の
場

所
で
、
子
ど
も
と
向
き
合
い
な
が
ら
子
育
て
を
し

て
ほ
し
い
。
も
し
可
能
な
ら
、
そ
の
日
々
が
よ
り

豊
か
で
あ
た
た
か
い
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
、
そ

う
願
っ
て
、
み
ん
な
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

マ
マ
た
ち
が
孤
立
せ
ず
、
自
分
も
、
子
ど
も
も
、

家
族
も
大
切
に
で
き
る
よ
う
な
場
所
の
一
つ
と
し

て
、
子
育
て
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
スO

m
usubi

が
あ
り

続
け
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
補
注
】

（
１
）田
中
惇
敏
、
西
村
歩
、
松
本
光
基
、
井
庭
崇

「
宮
城
県
気
仙
沼
市
に
お
け
る
良
好
な「
子
育

て
環
境
」の
規
定
要
因
の
理
解
」実
践
政
策
学
、

２
０
２
２
、８
巻
、
１
号
、p.55-65

（
２
）田
中
惇
敏
、
鵜
飼
修「
多
様
な
主
体
の
参
画
に

よ
る
子
育
て
拠
点
の
創
造
プ
ロ
セ
ス
」都
市
住

宅
学
会
、
２
０
２
４
、１
１
８
巻

（
３
）田
中
惇
敏
、
鵜
飼
修「
地
方
に
お
け
る
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
・
イ
ン
パ
ク
ト
の
実
現
―
け

せ
ん
ぬ
ま
子
育
て
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
イ
ン
パ

ク
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
＂コ
ソ
ダ
テ
ノ
ミ

カ
タ
＂を
事
例
と
し
て
」地
域
デ
ザ
イ
ン
学
、

２
０
２
４
、２
３
号
、p.227-284

（
子
育
て
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
スO

m
usubi

�

代
表
理
事　
田
中
惇
敏
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
寺
島
・
玉
ノ
井
ま
ち
づ
く
り
協
議

会（
て
ら
た
ま
協
議
会
）は
、
墨
田
区
の
北
部
東
向

島
地
域
を
中
心
に
、
地
域
活
性
化
・
地
域
連
携
を

目
的
と
し
た
＂ま
ち
づ
く
り
活
動
＂を
行
っ
て
い
る

団
体
で
す
。
平
成
29
年
に
法
人
格
を
取
得
し
、
地

域
の
方
々
が
ふ
れ
あ
い
、
つ
な
が
る
場
や
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。「
墨
田
区
名
産
の
復
活
し
た
江

戸
東
京
野
菜『
寺
島
な
す
』」と
い
う
歴
史
あ
る
解
り

や
す
い
題
材
に
よ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
／
ま
ち
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

■
復
活
し
た
江
戸
東
京
野
菜「
寺
島
な
す
」

　

墨
田
区
北
部
東
向
島
周
辺
は
、
江
戸
時
代
は
寺

島
村
と
い
い
、
江
戸
の
人
々
に
新
鮮
な
野
菜
を
提

供
す
る
農
村
で
し
た
。

　

こ
の
地
域
一
帯
は
、
隅
田
川
上
流
か
ら
運
ば
れ

て
く
る
肥
沃
な
土
壌
で
ナ
ス
作
り
に
適
し
、
こ
こ

で
作
ら
れ
た
ナ
ス
は
、
そ
の
名
も「
寺
島
な
す
」と

呼
ば
れ
、「
鶏
卵
大
の
小
ぶ
り
で
す
が
、
甘
く
て
美

味
し
い
」と
、
江
戸
の
庶
民
か
ら
将
軍
様
ま
で
大
人

気
の
ナ
ス
で
し
た
。

　
し
か
し
、
関
東
大
震
災
で
、
焼
け
野
原
と
な
り
、

宅
地
化
の
進
展
で
畑
は
な
く
な
り
、「
幻
の
な
す
」

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

２
０
０
９
年
、
90
年
ぶ
り
に
、
ジ
ー
ン
バ
ン
ク

で
寺
島
な
す
の
種
が
み
つ
か
り
、
三
鷹
の
ナ
ス
名

人
星
野
さ
ん
が「
寺
島
な
す
」を
蘇
ら
せ
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
、
て
ら
た
ま
協
議
会
も
、
か
つ
て
の

名
産
地
墨
田
区
で
寺
島
な
す
を
復
活
さ
せ
、
ま
ち

づ
く
り
に
活
用
す
べ
く
、「
寺
島
な
す
復
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

■「
寺
島
な
す
」復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
東
向
島
駅
前
プ
ラ
ン
タ
ー
で
の
寺
島
な
す
栽
培　
　

　
（
２
０
１
１
年
～
現
在
） 墨田区

たもんじ交流農園
皆で、雑草を抜いて、土を掘って、ダンプで土を運んで、
３年がかりで素敵な農園ができました。
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寺
島
な
す
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
当

時
は
、
墨
田
区
発
祥
の
江
戸
野
菜
と
い
っ
て
も
、

知
っ
て
い
る
人
は
誰
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
武

鉄
道
に
交
渉
し
、
商
店
街
に
面
し
た
線
路
ガ
ー
ド

下
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
借
用
し
て「
寺
島
な
す
」を
育

て
て
展
示
し
て
、「
寺
島
な
す
」を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
初
め
て
目
に
す
る「
小
ぶ

り
で
丸
み
の
あ
る
愛
ら
し
い
」寺
島
な
す
は
、
道
行

く
人
の
関
心
を
呼
び
、
大
き
な
Ｐ
Ｒ
効
果
が
あ
り

ま
し
た
。

②「
寺
島
な
す
苗
」の
販
売（
２
０
１
１
年
～
現
在
）

　

墨
田
区
北
部
は
、
な
す
を
植
え
る
に
は
畑
は
も

ち
ろ
ん
、
庭
す
ら
満
足
に
無
い
土
地
柄
で
す
。
そ

こ
で
各
家
庭
の
プ
ラ
ン
タ
ー
で
育
て
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
寺
島
な
す
の
苗
の
販
売
／
提
供
を
始
め

ま
し
た
。
植
え
方
育
て
方
の
チ
ラ
シ
を
付
け
て
、

毎
年
約
５
０
０
株
の
苗
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

③
ま
ち
な
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
＂た
も
ん
じ
交
流

農
園
＂の
創
設（
２
０
１
７
年
～
現
在
）

　

寺
島
な
す
発
祥
の
地
で
、
墨
田
区
産
＂寺
島

な
す
＂を
育
成
し
た
い
と
の
強
い
想
い
か
ら
、

２
０
１
７
年
よ
り
３
年
間
、「
墨
田
区
の
ふ
る
さ

と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」を
活
用

し
て
、＂た
も
ん
じ
交
流
農
園
＂を
創
設
し
ま
し
た
。

多
聞
寺
様
の
ご
好
意
で
無
償
で
お
借
り
し
た
駐
車

場
跡
地
に
、
手
づ
く
り
／
手
弁
当
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
造
成
し
、
運
営
を
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

農
園
で
す
。
暮
ら
し
の
中
で
土
に
ふ
れ
、
農
体
験

の
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
場
と
し
て
、
寺
島
な
す

等
の
江
戸
東
京
野
菜
を
中
心
に
様
々
な
作
物
を
育

て
て
い
ま
す
。
毎
年
た
く
さ
ん
の「
寺
島
な
す
」が

実
り
ま
す
。

　
「
交
流
農
園
イ
ベ
ン
ト
」も
大
盛
況
で
す
。「
寺

島
な
す
の
苗
植
え
会
」「
四
季
折
々
の
収
穫
祭（
寺

島
な
す
／
じ
ゃ
が
芋
／
落
花
生
等
）」な
ど
な
ど
、

手
作
り
ピ
ザ
窯
で
焼
い
た
寺
島
な
す
ピ
ザ
の
美
味

し
い
こ
と
！　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
は
じ
け
ま

す
！　

種
／
苗
を
植
え
て
、
野
菜
を
育
て
て
、
収

穫
し
ま
す
。
ま
さ
に
、
食
育
の
実
践
で
す
！

　
２
０
２
２
年
末
、
墨
田
区
で
初
め
て
の「
市
民
緑

地
」と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
！

④
寺
島
な
す
苗
植
え
出
前
授
業
＆
苗
植
え
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ（
２
０
２
３
年
～
現
在
）

　
「
寺
島
な
す
」が
再
び
幻
の
な
す
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、「
寺
島
な
す
」

の
命
を
つ
な
い
で
ほ
し
い
と
の
想
い
か
ら
、
小
中

学
校
で
、「
寺
島
な
す
苗
植
え
出
前
事
業
」を
実
施

し
、
ま
た
、
地
域
団
体
と
連
携
し
て
、「
寺
島
な
す

苗
植
え
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
開
催
す
る
な
ど
、「
寺

島
な
す
」の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

⑤「
寺
島
な
す
★
祭
り
！
」開
催

　
（
２
０
２
２
年
～
２
０
２
４
年
）

　

墨
田
区
内
に
、「
寺
島
な
す
料
理
」を
扱
っ
て
く

れ
る
飲
食
店
さ
ん
を
増
や
し
、「
墨
田
の
郷
土
料
理
」

と
し
て
観
光
資
源
の
一
つ
に
育
て
、
飲
食
店
需
要

を
喚
起
し
て
、
墨
田
区
の
地
域
経
済
活
性
化
に
貢

献
し
た
い
と
の
想
い
か
ら
、
隅
田
公
園
で
３
年
間
、

「
寺
島
な
す
★
祭
り
！
」を
開
催
し
ま
し
た
。
飲
食

たもんじ交流農園産「寺島なす」
今年も元気に育っています

たもんじ交流農園のワクワク
「四季折々の収穫祭（寺島なす・落花生・じゃが芋）」「稲刈り」
などなど。子どもたちの笑顔がはじけます！
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■
今
後
の
活
動
目
標

　
墨
田
区
名
産「
寺
島
な
す
」ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、

「
墨
田
区
と
言
え
ば
、『
寺
島
な
す
』と
誰
も
が
言

う
！
」状
態
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。
墨
田
区
役
所
や
あ
ら
ゆ
る
地
域

団
体
／
個
人
と
連
携
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
、「
た

も
ん
じ
交
流
農
園
」が
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
、

墨
田
区
に「
ま
ち
な
か
農
園
」が
広
が
っ
て
、「
寺
島

な
す
」で
、
人
と
人
を
つ
な
げ
、
地
域
を
活
性
化
し
、

こ
の
街
を
よ
り
魅
力
あ
る
場
所
に
し
て
い
く
よ
う

に
、こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
寺
島
・
玉
ノ
井
ま
ち
づ
く
り

�

協
議
会　
事
務
局
・
副
理
事
長　
小
川
剛
）

店
さ
ん
が
、
寺
島
な
す
料
理
を
競
う「
Ｎ
‐
１（
な

す
ワ
ン
）グ
ラ
ン
プ
リ
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、「
江

戸
東
京
野
菜
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」「
紙
芝
居
／
ウ
ク
レ

レ
演
奏
／
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
」、
最
後
は
、「
寺
島
茄

子
之
介
音
頭
盆
踊
り
」で
締
め
く
く
る
、
大
盛
況
の

お
祭
り
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
「
寺
島
な
す
」は
夏
野
菜
で
、
真
夏
の
開
催
は
、

気
象
変
動
の
影
響
も
あ
り
、
身
体
的
負
担
が
大
き

く
、２
０
２
５
年
の
開
催
を
中
止
し
ま
し
た
が
、「
飲

食
店
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
し
て
の
寺
島
な
す
料
理
を
味

わ
う
会
」、「
寺
島
な
す
の
料
理
教
室
」等
々
、「
寺

島
な
す
」を
題
材
に
、人
／
地
域
／
歴
史
を
つ
な
ぎ
、

寺
島
な
す
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、「
墨
田
の
郷
土
料
理
」に

育
て
て
い
く
活
動
を
今
後
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

⑥「
寺
島
な
す
」で
地
域
と
人
と
歴
史
を
つ
な
ぐ「
青

果
リ
レ
ー
」（
２
０
１
７
年
～
現
在
）

　

寺
島
な
す
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
地
域
／
人
／

歴
史
を
つ
な
ぐ「
青
果
リ
レ
ー
」は
、
２
０
１
７
年

か
ら
毎
年
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
墨
田
区
北
部
か

ら
、
２
０
２
４
年
は
、「
す
み
だ
ま
つ
り
」に
参
上

し
、
墨
田
区
南
部
の
皆
様
に
も
寺
島
な
す
の
輪
が

広
が
り
ま
し
た
。
青
果
リ
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー
、
ト
ー

チ
キ
ス
参
加
者
、
沿
道
の
応
援
者
の
皆
様
の
＂繋
が

り
感
・
一
体
感
＂は
、
半
端
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
最
終
ラ
ン
ナ
ー
は
山
本
亨
墨
田
区
長
に
お
願

い
し
、
剣
道
７
段
の
区
長
の
剣
技
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
大
盛
り
上
が
り
で
す
。

寺島なす苗植え出前授業
未来を担う子ども達に、「寺島なす」の命をつないでほしい！

寺島なす★祭り！
「寺島なす料理」を墨田区の郷土料理に！

青果リレー2025
墨田区北部・南部の人と人、地域が、寺島なすのトーチキス
でつながりました
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